
地域情報通信基盤整備推進交付金事業  事後評価表

今後の取組
及び

方向性

更なる加入率向上のため未加入世帯への情報提供をしていく。
また、西部山間地域は、倒木や落雪によるケーブルの切断事故が毎年発生するため、迅
速な復旧作業に費用も発生することから適切な維持管理に向けた経費の捻出を図ってい
く。

評価及び課題

整備完了日は、当初の計画よりずれ込んでしまったが、初年度から最終年度にかけて目
標を上回って実績を達成出来たため、その効果は大きなものだったといえる。
今後は、山間部の世帯数自体が減りつつある中で、高齢者世帯に如何に利用してもらうか
が課題となる。
また、防災システムは災害や有事の際に有効であるため、緊急時にも迅速に対応できるよ
う更なる活用に繋げていきたい。

ＢＢ

これまでの加入促進の
取組

平成２３年度までに整備地域に対し、IRU契約の事業者と協力し、説明会や加入促進のチ
ラシの全戸配布等を実施

成果
・町内の情報格差の解消
・防災放送システムの導入により、地域の安全・安心を確保

効果

・中・作谷沢地区においても普段の生活から高速ブロードバンドを利用することが可能に
なった。
・高速ブロードバンドを利用することにより、地域への情報発信を逸早く行うことができるよ
うになった。
・防災放送システムにより、災害時の的確な情報収集が可能になった。

49.8% 51.3%加入率（％） 20% 33% 35.2% 37.4% 46.1%

131 137 139

整備地域の世帯数 324 324 293 286 284

加入世帯数 65 107 103 107

H25年度末 H26年度末 H27年度末

275 271

　当町では平成１９年６月から、東部平坦地域においては、ＦＴＴＨが利用できる環境となっ
たが、西部山間地域（中・作谷沢地区）については、過疎地域であり平成２１年当時ＩＳＤＮ
だけしか利用できない地域となっており、情報通信格差が発生していた。そのため、本事
業にて西部山間地域（中・作谷沢地区）に光ファイバ網を整備することで町内全域に高速
ブロードバンドの利用環境が整い、地域間の情報格差解消と地域の活性化を図ることがで
きた。
　光ファイバ網整備後は、町と東日本電信電話(株）山形支社との間でＩＲＵ契約を結び、住
民には高速ブロードバンド「フレッツ光ネクスト」が提供された。
　また、防災放送システムも併せて整備することで、町全体に防災・災害放送を流し、災害
時の的確な情報発信が可能となった。
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サービス開始日 平成22年9月1日

サービス形態 公設民営（IRU）

契約先 東日本電信電話株式会社山形支店

整備計画時の目標 実績

初年度 最終 H23年度末 H24年度末

条件不利地域
辺地（前方地区、荒谷地区、畑谷地区、西黒森地区）※
　　　※・・・平成２４年度の見直しにより現在は辺地（中地区・作谷沢地区）となる。

事業の概要　

事業年度 H２１年度 事業完了日 平成22年10月29日

総事業費 １７７，５４６千円
補助対象事業費 １５８，７１８千円

交付金額 ５２，９０６千円

整備対象地域
光ファイバ網整備・・・山辺町西部山間地域（中･作谷沢地区）
防災放送システム・・・山辺町内全域

事業の内容

市町村名 山辺町 事業主体 山辺町

事業名 地域情報通信基盤整備推進交付金事業


